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「命の道路」として医療活動に貢献 ～搬送時間短縮・搬送中の揺れ軽減～

・長崎県県北地域では、地域の病院では十分な治療を受けられない患者を佐
世保市中心部に救急搬送しており、佐々佐世保道路が利用され、命の道路と
して医療活動に貢献
・平戸市⇒佐世保市中心部への搬送については、全ての救急搬送について
佐々佐世保道路が利用され、開通以前に比べて、平均搬送時間は約７分短縮
・佐々佐世保道路の区間では一般道に比べて、救急搬送中の揺れを小さく抑
えることができ、患者の負担軽減につながっている。
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▲平戸市から佐世保市立総合病院への平均搬送時間
（平戸市消防本部調べ）
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救急の場面では、少しでも
早く治療を始めることが重
要になります。しかし、揺れ
が大きくなると、心臓や脳
に負担がかかることにもな
ります。走行しやすい道路
が出来ることは、医療に
とっても大変良いことです。
［長崎医療センター救急救
命センター長］

▲救急搬送中のカーブ等による横方向の揺れの大きさ
（平戸市⇒佐世保市立総合病院への救急搬送事例）

長崎新聞平成24年2月7日朝刊16面

搬送中の揺れを小さく抑え、
患者負担の軽減に貢献

心臓の病で急に倒れて佐世保市
中心部の病院に搬送された方に
聞いた話ですが、救急搬送によっ
て無事助かったものの『あと5分遅
れていたら難しい状況だった。』と
先生から説明を受けたようで、西
九州自動車道は『本当に命の道路
です。』と大変感謝されていました。
［平戸市自治連合協議会の方の談

話］

佐々佐世保道路：救急車走行の様子
（相浦中里IC～佐世保中央IC）

さ さ さ せ ぼ

平戸市から佐世保市中心部への救急搬送で
はほぼ全ての搬送で西九州自動車道を利用し
ています。［平戸市消防本部消防署長］

位置図

▲平戸市から佐世保市立総合病院までのア
クセスルート

一般道走行 西九州自動車道走行
Ａ：患者の安静度に影響を与える

ほどの揺れ
Ｂ：揺れによる不快感や嘔吐、骨
折などの場合は幹部の痛み

カーブの連続により
左右の大きな揺れが続く


